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国立大学法人
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いる いない

○

○

有 無
○
○
○

いる いない

○

○

○

有 無
○
○

評価結果を踏まえた配分見直しの検討を行っているか。（平成18年度実績）

２ ２ 評価の実施状況や評価実績等が確認できる資料

確認事項

法人内における資源配分が適切かつ効果的に行われたかどうかを検証する仕組
みが整備されているか。（～平成18年度）

「各法人共通の資料・データ一覧」

○法人としての総合的な観点から戦略的・効果的な資源配分が行われているか。（資料１関係）

○法人内における資源配分に対する中間評価・事後評価を行い、必要に応じて資源配分の修正が行わ
れているか。（資料２関係）

確認事項

学長等の裁量の予算、定員・人件費を設定しているか。（平成18年度実績）

（添付資料）

助教の配置に向けた検討が行われているか。（平成18年度実績）

１－２．学長等裁量分の額、人数、配分方法（決定体制を含む）、配分対象

（１）業務運営の改善及び効率化

１－１．学長等裁量予算、定員・人件費の配分方針

１－３．助教の配置に向けた検討状況が確認できる資料

資源配分に関して中間・事後評価が実施されたか。（平成18年度実績）

（添付資料）
２－１．中間・事後評価実施規程等、体制の整備が確認できる資料

○

○

ある・いる ない・いない

○

○

○

事前審議 事後審議・報告 審議なし
○
○

○
○
○
○

有 無

○

○

○

　　　　　〃　　　　　　　　　　　について法人内で検討しているか。
（平成18年度実績）

　　　　　〃　　　　　　　　　　　で具体的に改善した事柄はあるか。
（平成18年度実績）

確認事項

学外委員からの法人運営に関する意見があったか。（平成18年度実績）

年度計画の策定・変更

その他会計規程、学則等の変更

経営協議会において、法令で規定されている以下の審議事項が審議さ
れているか。（平成18年度実績）

（添付資料）

３－３．経営協議会で学外委員からの意見を積極的に取り上げるための体
制・取組例

平成19年度予算
平成17年度決算

２－３．資源配分方針、配分実績が確認できる資料、見直しを行っていれば
見直し状況が確認できる資料

２－２．評価の実施状況や評価実績等が確認できる資料

○外部有識者の積極的活用を行っているか。（資料３関係）

３－１．経営協議会の議事録又は議事要旨
（平成18年度における経営協議会の開催回数　４回）

中期目標・中期計画の変更

役員報酬規程・退職手当規程の変更

３－２．経営協議会の学外委員からの意見を法人運営の改善に活用した、主
な取組事例



ある・いる ない・いない

○

○

○

○

○

有 無
○

○
○

○

ある・いる ない・いない

○

有 無

○

監査の結果、監事からの指摘事項があったか。（平成18年度実績）

（添付資料）

評価委員会の評価結果（課題として指摘された事項）を検討・反映したか。

９－１－１．平成17年度評価結果で課題として指摘された事項及びそれに対
する平成18年度の対処の有無の一覧表

４－２．監事の指摘事項を法人運営の改善に活用した、主な取組事例
４－３．内部監査・計画書及び内部監査報告書

確認事項

監事監査計画に基づく監事監査（業務監査・会計監査）が実施されているか。
（平成18年度実績）

○監査機能の充実が図られているか。（資料４関係）

事務局から独立した監事補佐体制は整備されているか。（平成18年度実績）

４－１．監事監査計画書及び監事監査報告書

内部監査計画に基づく内部監査が実施されているか。（平成18年度実績）

監事からの指摘事項で具体的に改善した事柄はあるか。（平成18年度実績）

（添付資料）

４－４．内部監査の指摘事項を法人運営の改善に活用した、主な取組事例

○従前の業務実績の評価結果について運営に活用しているか。（資料９－１関係）

確認事項

○

いる いない

○

○

有 無

○

○
○

いる いない

○

有 無
○

ある・いる ない・いない

○

有 無

○

平成１８年度における人件費削減にかかる取組が、年度計画を達成しているか
どうか。

９－１－２．評価結果の検討・反映の具体的内容及び裏付け資料

部局等の自己収入増加についてインセンティブを付与しているか。
（平成18年度実績）

５－２．随意契約に係る情報公開の取組

５－１．部局の外部資金受入額の予算配分への反映によるインセンティブ付
与の内容がわかる資料

随意契約に係る情報公開等を通じて契約の適正化を図っているか。
（～平成18年度）

５－３．その他、随意契約の適正化に向けた取組

（添付資料）

（添付資料）

確認事項

評価委員会の評価結果（課題として指摘された事項）を検討・反映したか。

６－１．人件費削減計画及び削減実績

９－２－１．平成17年度評価結果で課題として指摘された事項及びそれに対
する平成18年度の対処の有無の一覧表

○人件費等の必要額を見通した財政計画の策定や適切な人員管理計画の策定等を通じて、人件費削減
に向けた取組が行われているか。（資料６関係）

確認事項

（添付資料）

する平成18年度の対処の有無の 覧表

○従前の業務実績の評価結果について運営に活用しているか。（資料９－２関係）

（２）財務内容の改善

○財務内容の改善・充実が図られているか。（資料５関係）

確認事項

○９－２－２．評価結果の検討・反映の具体的内容及び裏付け資料

する平成18年度の対処の有無の一覧表



ある・いる ない・いない

○

有 無

○

○

いる いない

○

○

○

○

○

長期的な視点に立ったキャンパス計画等を策定し一貫性をもって施設の整備が
行われているか。（～平成18年度）

確認事項

施設・設備の有効活用が行われているか。（平成18年度実績）

（４）その他の業務運営に関する重要事項

評価委員会の評価結果（課題として指摘された事項）を検討・反映したか。

（３）自己点検・評価及び情報提供

○従前の業務実績の評価結果について運営に活用しているか。（資料９－３関係）

施設の維持管理が計画的に行われているか。（平成18年度実績）

省エネルギー対策等の推進や温室効果ガス排出削減などの環境保全対策に関す
る取組が行われているか。（～平成18年度）

施設マネジメントの実施体制が整備され活動が行われているか。
（平成18年度実績）

確認事項

（添付資料）

９－３－１．平成17年度評価結果で課題として指摘された事項及びそれに対
する平成18年度の対処の有無の一覧表

９－３－２．評価結果の検討・反映の具体的内容及び裏付け資料

○施設マネジメント等が適切に行われているか。（資料７関係）

有 無
○
○
○
○
○
○

全学有 特定部局有 無

○

○

有 無

○

○

ある・いる ない・いない

○

有 無

○

○

７－４．共同利用スペースの確保状況

確認事項

災害、事件・事故、薬品管理等に対する予防的措置が講じられている
か。（～平成18年度）

○危機管理への対応策が適切にとられているか。（資料８関係）

（添付資料）

７－３．既存施設・設備の有効活用への取組状況
７－２．中長期的な視点に立ったキャンパス計画等の策定状況

る取組が行われているか。（ 平成18年度）

（添付資料）
７－１．施設マネジメントの体制・活動状況

７－６．環境保全対策の取組状況
７－５．施設の維持管理の計画及び実施状況

○従前の業務実績の評価結果について運営に活用しているか。（資料９－４関係）

研究費の不正使用防止のための体制、ルールを整備しているか。
（～平成18年度）

８－２．研究費の不正使用防止のための体制、ルールの整備状況

８－１．安全衛生講習の実施、予防訓練、啓発活動等、事件・事故防止に向
けた取組

確認事項

評価委員会の評価結果（課題として指摘された事項）を検討・反映したか。

（添付資料）

９－４－１．平成17年度評価結果で課題として指摘された事項及びそれに対
する平成18年度の対処の有無の一覧表

９－４－２．評価結果の検討・反映の具体的内容及び裏付け資料



国立大学法人上越教育大学の大学教員の人事方針

平成18年３月15日

教 育 研 究 評 議 会

上越教育大学の理念・目的を最適に実現するとともに教育研究の一層の向上を目指し，

大学教員人事に係る基本方針を定めるものとする。

１ 教育に関する臨床的研究の推進とその成果に基づいて優れた教育実践力を有する教育

者の養成と現職教員の資質向上への取組が円滑に進むよう，教員人事は大学全体で行う

ものとする。

(1) 柔軟な教育研究組織を基本に，教育・研究指導，研究等，機能や目的に応じ，柔軟

で多様な人事を行うものとする。

(2) 教員の流動性を高め，教育・研究・社会貢献の高度化と活性化を図るものとする。

(3) 学校現場と密接に結びついた実践的な大学であることから，学校現場における教育

経験を有する者の雇用促進を図るものとする。

(4) 国内外を問わず優れた人材の確保及び男女共同参画社会の実現に向け，外国人及び

女性の雇用促進を図るものとする。

２ 教育研究活動の不断の活性化，教員人事の客観性及び透明性を高めるため，教員人事

はシンプルで明確な基準によって管理するものとする。

(1) 教員の採用及び昇任等（以下「選考」という ）は，本学の理念・目的に沿って行。

うものとする。

(2) 教員の選考に当たっては，学長が選考の目的・理由を明確にし，教育研究評議会に

発議して行うものとする。

(3) 教員の採用は，原則として公募とする。

， （ 「 」 。）(4) 教員候補者の選考は 教授以上を構成員とする教授会 以下 人事教授会 という

に置く教員選考委員会が候補者を決定し，人事教授会の議を経て，教育研究評議会が

行うものとする。

(5) 教員の選考に当たっては，履歴，研究業績，教育業績，社会貢献，教育や研究に対

する今後の展望等を多面的に評価するとともに，面接，授業，講義録等により，教育

の能力を具体的に評価するものとする。

(6) この方針に沿った教員選考基準を作成し，公開するものとする。
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平成１８年度上越教育大学競争的教育研究資金の配分基準（抜粋）

平 成 18年 ９ 月 1 3日

教育研究評議会決定

１ 目的

この基準は，単科大学である本学の特性を十分に生かしつつ，多様で柔軟な教育研究実

施体制を確立し，競争的環境の醸成に努め，教育・研究をより活性化することを目的とす

る。

２ 中期目標・中期計画等における用語の定義等

（１） 「教育・研究指導」とは，本学の基本的目標に合致した人材を養成するために，大

学院学生・学部学生・研究生等に対して行う教育上および研究上の指導・助言活動を

指すものとする。

（２） 「教育に関する臨床研究」とは，狭義には学校教育をはじめ，社会教育を含む教育

・生涯学習などさまざまな学習場面に臨み，その過程，組織，教材，メディア等を対

象とする研究活動を指すものとする。また，この狭義の「教育に関する臨床研究」を

， 「 」支える目的を持った基礎的・開発的・応用的研究は 広義の 教育に関する臨床研究

と位置づけることができる（中期計画１３７項参照 。）

なお，これら二者を区分する際は 「教育に関する臨床研究（狭義 」と「教育に， ）

関する臨床研究（広義 」と表記する。）

（３） 「地域貢献等」とは，上越教育大学を中心とし，本学の機能によって結びついてい

る地域に対する本学の知的・人的資源による貢献を指すものとする。

本学は総合的な知的・人的資源を擁しており，その機能が多様である。本学を中心

に本学の機能によって結びついている地域は多重構造をなし，個々の地域ごとに構成

要素と空間的な広がりは様々である。

具体的な「地域貢献等」には，以下の事項が相当する。

① 大学が組織的に外部に貢献する活動（コンサルテーション事業，公開講座，出

前講座，危機管理上設定される事業）

② その他，大学の目的にあった学内外の事業への参加や貢献等，該当事項として

認定した内容

３ 資源配分の方針

（１） 中期計画１４４項については，大学の基本的な目標に基づいた教育に関する臨床研

究の推進を眼目として行う。研究と教育・研究指導を教育に関する臨床研究の側面か

ら評価し，資源を配分するものとする（以下「評価区分１４４」という 。各教員。）

は，該当する評価対象事項を教育に関する臨床研究との関連で申告し，評価を受ける

ものとする。

（２） 中期計画１４７項については，教育に関する臨床研究（広義）の成果・効果の教育

現場へのフィードバックの側面から評価し，更に各教員の研究状況に関する評価を含

めることとし，各講座・分野毎に策定される評価基準に基づき実施し，資源を配分す

るものとする （以下「評価区分１４７」という ）。 。

（３） 中期計画２０６項については，教育に関する臨床研究を含めて，広く本学の教育・

研究指導，地域貢献等を評価するものとする （以下「評価区分２０６」という ）。 。
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４ 財源及び配分予算科目

（ ） ， ， ，１ 財源は 学長裁量経費から５ ０００千円及び教育研究教員経費を充てるものとし

予算枠は，教育研究評議会の専門委員会である配分予算検討委員会（以下「配分予算

検討委員会」という ）で決定するものとする。。

（２） 各評価区分における配分比率については，資源全体を１００％としたとき，評価区

分１４４と評価区分１４７の「Ⅰ教育に関する臨床研究（広義）の成果・効果を教育

現場へのフィードバックで評価」に２５％，評価区分１４７の「Ⅱ講座・分野別研究

評価」に３０％，評価区分２０６の「Ⅰ教育・研究指導」に２５％，評価区分２０６

の「Ⅱ地域貢献等」に２０％とするものとする。

（３） 各教員への配分予算科目は，教育研究教員経費とし，経費の執行は，既に配分済み

の教育研究教員経費と合わせ執行ができるものとする。

５ 申告書

（１） 評価区分１４４と評価区分２０６－Ⅰに係る申告書は，別紙１のとおりとする。

（２） 評価区分１４７に係る申告書は，別紙２－１及び別紙２－２のとおりとする。

なお，別紙２－２の学内共通の区分・事項に基づく評価基準を各講座・分野におい

て検討し，学長の承認を得るものとする。

（３） 評価区分２０６－Ⅱに係る申告書は，別紙３のとおりとする。

６ 審査方法及び配分

（１） １４７－Ⅱ：講座・分野別研究評価の配分額の算出にあたっては，各教員からの申

告に基づく積算ポイントを基に，各講座・分野における平均ポイントを算出し，平均

ポイントが１００となる係数を各講座・分野毎にもとめ，この係数により各教員の積

算ポイントを改定し，改定された積算ポイントにより，各教員の配分額を算出する。

（２） 競争的教育研究資金の配分に関して必要な事項は，配分予算検討委員会において検

討を行うものとする。

（３） 各教員への配分額は，各教員からの申告に基づき，学長が配分額を決定するものと

する。



学長裁量分の予算及び人員、配分方法、配分対象

( ) 学長裁量経費（学長裁量分の予算）1

予 算 額： ４９百万円

配分方法： 全学的な視点から教育研究の活性化や大学運営の改善等を図るため、学長の判断

により必要な経費を適宜配分。

配分対象：下記のとおり。

配 分 対 象 事 項 予算配分額 備 考

教育研究活性化 １５百万円 学校現場・地域との交流拠点の整備、大学教員への

大学施設の有効活用の競争的教育研究資金の配分、

促進等

教育研究環境等充実 １５百万円 大学院生研究室の整備、教育研究設備の整備、遠隔

教育システムの整備等

萌芽的研究プロジェクトの支援、大学間交流協定副学長等の裁量経費 ４百万円

に関する調査訪問等

、「 」特別事業 １百万円 教職に関する講演会の実施 上越はつらつ元気塾

の実施等

学生専用駐車場の整備、教職大学院の設置準備等その他の事項 １４百万円

( ) 学長裁量の配置人員2

学長裁量分の人数 １７人

・ 教員人事は，学長一括管理である。

・ 各講座等へ配置している員数のうち，大学院の設置基準等を参考にして学内で合意され

ている基準人数を上回る分の人数のうち，平成１８年度は１７人配置した。

人員の配置方法

・ 学長は，全学的な視野に立ち，必要な教員を配置。

・ その際，学長は，教育研究評議会へ教員選考を発議し決定。



上越教育大学の新教員組織整備に係る基本方針

平成 年９月 日18 20
役 員 会 決 定

１ 本学において設置する大学教員の職と職務内容
( ) 職種1

本学に設置する職は 「教授 「准教授 「講師 「助教」及び「助手 （ここでは改正， 」， 」， 」， 」
前の助手との混同を避けるため，以下「新助手」という ）とする。。

( ) 職務内容2
教員の職務内容は，基本的に改正学校教育法の規定に基づくものとする。

２ 各職の資格要件と役割分担
( ) 資格要件1

各職の資格要件は，改正大学設置基準に基づくものとする。

( ) 役割分担2
各教員がそれぞれの役割分担及び連携のもとで，組織的に教育研究活動を展開することが

できるよう十分配慮するものとする。

３ 現職者の扱い
( ) 「教授 「准教授」及び「講師」1 」，

現在の教授，助教授及び講師を，それぞれ，新職の教授，准教授及び講師に移行させる。

( ) 「助教」及び「新助手」2
， ，「 」 「 」 。現在の助手は その職務内容及び資格要件により 助教 又は 新助手 に移行させる

４ 処遇等（給与，任期）
( ) 給与等1

給与・諸手当は，職務内容等に応じたものとし，就業規則等の改正を行う。

( ) 任期2
「助教」については，任期制を前提に検討を行うものとする。

５ 教員の配置
( ) 平成１９年度1

改正学校教育法の施行日である平成１９年４月１日をもって，現在の「教授，助教授，講
師及び助手」を「教授，准教授，講師，助教及び新助手」に切り替える。

また，平成１９年度の課程認定の申請に当たっては，助教を専任教員としない。

( ) 平成２０年度以降2
各職ごとの職務内容，役割分担及び位置付け等を考慮し，本学における教育研究上の組織

編成上，適切な教員を配置する。



第４４回教育研究評議会議事要旨（抜粋）

日 時 平成１９年３月２２日（木） １６：２０～１９：２０
場 所 大会議室
出 張 者 東評議員

議 事

４ 助教の任期制導入
学長から，同任期制の導入について提案説明があり，助教の任期は３年とし，特に必

要があると認めるときは３年を超えない範囲内で任期を更新することとして，承認され
た。また，学長から，国立大学法人上越教育大学の助手の選考及び職務に関する申合せ
の廃止について提案説明があり，承認された。



資源配分に対する中間・事後評価に関する体制

競争的教育研究資金については，大学評価委員会の下に設置する資源配分基準検

討ワーキンググループが配分基準の検討・策定に当たり，配分予算検討委員会が各

教員からの申告書等をとりまとめの上，学長が配分を決定している。

配分基準策定に当たっての流れは以下のとおりである。

資源配分基準検討ワーキンググループ

・前年度の配分状況及び配分終了後の各講座等からの意見を検証

・資源配分基準素案の策定

↓

大学評価委員会 教育研究評議会及び

・資源配分基準案の提示

↓

各講座等への意見照会

↓

教育研究評議会

・資源配分基準決定

↓

配分予算検討委員会

・各教員の申告書とりまとめ

↓

学 長

・評価の実施，配分額の決定，予算配分

↓

各講座等への意見照会



- -

����

- -



- -

����

- -



配分財源： 14,141,167円  ( a )
（金額単位：円）

配 分 比 率 評価区分別配分額

b c=a×b

評価区分１４４
研究と教育・研究指導を教育に
関する臨床研究の側面から評価

評価区分１４７－Ⅰ
教育に関する臨床研究（広義）の
成果・効果の教育現場へのフィー
ドバックの側面から評価

評価区分１４７－Ⅱ
更に各教員の研究状況に関する
評価を含める。

30% 4,242,350
各教員への配分額　0円～124,820円
（平均配分額   30,521円）

評価区分２０６－Ⅰ 25% 3,535,292
各教員への配分額　0円～129,652円
（平均配分額   26,187円）

評価区分２０６－Ⅱ 20% 2,828,233
各教員への配分額　0円～110,733円
（平均配分額   20,950円）

合 計 100% 14,141,167
各教員への配分額　0円～657,315円
（平均配分額  103,845円）

教育に関する臨床研究を含め
て，広く本学の教育・研究指導，
地域貢献等を評価

平成１８年度競争的教育研究資金の評価区分別配分額

区 分 備　　　　　　考

25% 3,535,292
各教員への配分額　0円～442,820円
（平均配分額   26,187円）
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平成１８年度経営協議会の審議において大学運営に活用された事項

○積極的なＧＰ等の申請について

＜経営協議会での主な指摘事項＞

・ 教員の質が今まで以上に問われてきているなかで，大学は教員免許を授与されるに

ふさわしい学生であるという確証を持ち得るのか。大学で所定の単位を修得さえすれ

ば教員免許状は取得できるわけだが，大学として自信を持って免許状を授与させるた

め，例えば，学生一人一人の学習履歴を作り，足りないところを補うような指導を行

うなど，教科専門と教職専門の教員が一体となった取り組みがさらに重要となる。

， ， 。また そのような取り組みのについてのＧＰ等には ぜひ手を挙げていただきたい

＜取組事例＞

文部科学省の平成 年度委嘱事業「わかる授業実現のための教員の教科指導力向18
上プログラム」に申請し，以下の内容が採択された。

「理科実験・観察指導に優れた小学校教員養成のカリキュラム開発」テ ー マ

委嘱期間 平成１８年９月４日～平成１９年３月３１日（約７ヶ月間）

委 嘱 額 ３００万円

○人材評価システムの構築について

＜経営協議会での主な指摘事項＞

・ 人材評価システムについては，その公明性に留意し，自らの教育研究の改善に活か

されるようなものにしていただきたい。

＜取組事例＞

・ ９月２０日開催の役員会において決定された 「大学教員に係る人材評価の基本的，

な考え方」に基づくとともに，標記意見も踏まえ，平成１９年３月２２日開催の教育

研究評議会において，平成１８年度の活動業績の評価の試行実施を決定した。

○広報の充実について

＜経営協議会での主な指摘事項＞

・ ホームページの工夫が必要

① 説明型ではなく、発掘、掘り起こし型の広報へ

② 高校生・進路指導担当教員向けの情報を充実



・ 今の高校生は、紙媒体による広報ではなく、ホームページ（インターネット）から

情報を得るようになっているため、その状況に対応した広報を充実する必要があるの

ではないか。

・ お客様である学生の意見を広報をはじめとする大学の各種の取り組みに採り入れて

行く必要があるのではないか。

＜取組事例＞

平成１９年４月からの「広報室」の設置を決定するとともに，公式ホームページのト

ップページの見直しを行った。詳細は以下のとおり。

【広報室の設置】

・ 法人の広報戦略等の企画立案及び大学情報の発信・提供などの広報活動を積極的

に推進することを目的とする。

・ 副学長を室長とし，室長補佐及び室員で構成する。

【ホームページのリニューアル （見直しのコンセプト）】

・ 受験生を主体に、誰でも入りやすいシンプルなものとすることを基本とする。

・ わかりやすさに配慮し，更新に関する情報とイベントなどに関する情報を分割し

て表示する。

・ 「ＧＰ関連」の情報など，ＰＲしたい項目をトップページに持ってくる。

・ 利用者の使いやすさにも配慮したものとする。



（平成１８年度）国立大学法人上越教育大学 運 営 図

経 営 協 議 会

監 事

【国立大学法人
上越教育大学】 【事務局】

総務部 総務課
ｾｸｼｭｱﾙ･ﾊﾗｽﾒﾝﾄ等
人権侵害対策委員会

総 合 企 画 室 企画室

附属学校事務室大学評価委員会
副 学 長

財務課
評 価 支 援 室 情報・広報委員会

施設マネジメント課

安全衛生・環境委員会
知的財産本部 学務部 教育支援課役 員 会

学

研究連携室長
【上越教育大学】

地域連携推進室選
大学改革委員会 学生支援課学 長 理 事

考

就職支援室会
国際交流推進室 配分予算検討委員会

議
入試課

学術研究委員会 学術情報課

教員養成
カリキュラム委員会学長特別補佐

ＧＰ支援室 【教員団】

教務委員会 学校教育学部

附属図書館学 長 補 佐
教育職員免許
取得プログラム 学校教育総合研究センター
支援室 教育実習委員会

保健管理センター

情報基盤センター

学生委員会 心理教育相談室
教育研究評議会

実技教育研究指導センター

障害児教育実践センター
就職委員会

附属小学校

附属中学校

入学試験委員会 附属幼稚園

教員選考委員会教 授 会

施設有効活用検討専門委員会

連合大学院委員会
教職大学院設置準備委員会

学部入学者選抜方法検討委員会

（平成１８年５月２４日作成）
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国立大学法人上越教育大学 監事の補佐体制及び内部監査体制

学 長

監 事

監事の監査事務補助 内 部 監 査 員

事 務 局

総 務 課 （事務局職員等の内から学長が任命）

副課長 主 任 監 査 員

総務チーム主査（総務） 監 査 員

〃 （法規） 補 助 監 査 員



平成17年度評価結果で課題として指摘された事項及びその対処一覧

区分 課題の有無 指摘等の内容 対処内容

業務運営の改善及び効率化
　①運営体制の改善
　②教育研究組織の見直し
　③人事の適正化
　④事務等の効率化・合理化

○

　人事評価制度の構築について，基
本的な方針の検討にとどまってお
り，今後，人事評価の本格実施及び
処遇への反映に関するスケジュール
の設定

　学長のもとに「大学教員評価システムＷＧ」を設け、評価シス
テムの原案作りを進め、役員会において、「大学教員に係る人材
評価の基本的な考え方」をまとめた。
　その後、基本的な考え方に沿って、具体の評価項目、評価方法
の検討をワーキンググループで行い、教育研究評議会で「平成18
年度における大学教員に係る人材評価の実施について」を決定
し、平成19年度に教員人材評価システムを試行実施することとし
た。

財務内容の改善
　①外部研究資金その他の自己収入の増加
　②経費の抑制
　③資産の運用管理の改善

－  

自己点検・評価及び情報提供
　①評価の充実
　②情報公開等の推進

－

その他業務運営に関する重要事項
　①施設設備の整備・活用等
　②安全管理

－

　防災、不審者侵入等以外の事件・
事故、薬品管理等に関する全学的な
マニュアルの早急な策定及び全学
的・総合的な危機管理体制の確立

　火災や障害発生時の緊急連絡先、災害予防や防犯に関する一般
的心得、実験・実習時の心得等が記載されている学生及び教職員
向けの全学的危機管理マニュアル「安全の手引」や防災マニュア
ルについての見直しを随時行うとともに、危機管理全般について
イラストでわかりやすく説明した、手帳サイズの「安全手帳」を
作成した。
　危機管理の総括及び円滑な推進、危機管理対策の改善・強化な
どを全学的・総合的に行う体制として、危機管理室を設置した。



人材評価に関する検討状況等

(1) 大学教員の評価

教員の人材評価については，学長のもとに「大学教員評価システムＷＧ （メンバー」

：副学長２名，学長特別補佐，教授１名）が設けられ，評価システムの原案作りを鋭意

進め，９月20日開催の第２２回役員会において 「大学教員に係る人材評価の基本的な，

考え方」をまとめた。

その後，ワーキンググループにおいて，この基本的な考え方に沿って，具体の評価項

目，評価方法の検討を行い，各教員からの意見を聴取した上で，平成19年度中の試行実

施，検討・見直しを行いながら，本格的に実施することとした。

平成18年度においては，平成19年３月22日開催の第44回教育研究評議会で「平成18年度

における大学教員に係る人材評価の実施について」を決定し，人材評価に係る第一ステ

ップとして，具体の評価項目を整理の上，各教員へ活動業績書の作成，自己評価を行う

ための準備を行った。

(2) 附属学校教員の評価

学長の指示により 「附属学校教員評価システムＷＧ （メンバー：副学長，各附属， 」

学校・園の副校・園長）が設けられ，新潟県教育委員会との人事交流を踏まえ，同県教

育委員会が試行中の評価システムを参考に，附属学校・園の独自性の領域を付加するこ

とし，平成19年１月17日開催の第26回役員会において 「附属学校教員に係る人材評価，

の基本的な考え方」をまとめた。

その後，具体の評価項目及び評価方法・基準等を「附属学校教員に係る人材評価実施

要項」としてまとめ，平成19年３月22日開催の第28回役員会で決定し，平成19年度に試

行実施の準備を行った。

(3) 事務局職員の評価

総務課において国が試行中の人事評価及び他大学の評価システムを参考に１月17日開

催の第26回役員会において 「事務系職員に係る人材評価の基本的な考え方」をまとめ，

た。



大学教員に係る人材評価の基本的な考え方

平成18年９月20日

役 員 会 決 定

１ 評価の目的

大学教員の教育研究活動等の状況について，点検を実施し，大学の理念・目的・目標に沿った評

価を行うことにより，次の事項に資することを目的とする。

(1) 大学教員が，自己の活動を点検し，自己評価することによって，その活性化に役立てるとと

もに，自己の活動の改善と向上に努める。

(2) 大学が個々の教員の活動状況を把握・理解することにより，本学の教育研究水準の向上・活

性化，業務運営等の改善・充実及び戦略設定に役立たせる。

(3) 教員の活動業績を公開することにより，教員相互の情報共有を図るとともに，教員の活動に

対して社会への説明責任を果たす。

(4) 学長は，評価の結果に基づき，教員の教育研究活動等の一層の向上を目指し適切な措置を講

ずる。

２ 評価の対象とする教員

教授，助教授，講師，助手

３ 評価の期間

前年の４月から３月までのデータについて，毎年行うことを基本とする。

４ 評価の方法

(1) 自己評価

① 本学の教員選考の際に用いている教育研究業績書又はそれに準ずるものを教員の活動業績

書として作成する。

② この活動業績書のデータは共有化し，公開とする。

③ また，教員は活動業績書を基に作成した評価票により自らが自己評価を行う。

(2) 全学評価

① (1)の活動業績書及び評価票を基に学内の評価機関が評価を実施し，学長に提出する。

② 学長は，学内の評価機関が実施した評価を基に最終評価を行う。

③ 学長は，評価結果を全学的見地から総合的に分析し，改善の余地がある教員には適切な指

導・助言を行うものとする。

④ 評価は得点加算方式とする。

５ 評価の領域とその評価項目の内容等

以下の評価の領域について評価項目を設け，大学の理念・目的・目標及び専門分野等の特徴など

を考慮した評価を行う。

(1) 教育

学部学生，大学院学生その他の学生への教育研究指導を中心とした評価を行う。

(2) 研究

各教員の専門分野における研究活動の評価を行う。

(3) 社会貢献

地域レベル，日本レベル，国際レベルでの教育研究の貢献度を評価する。

具体には，教育界，地域文化の向上，日本の教育研究の環境作りのための貢献度。

(4) 学内貢献

大学の戦略及び管理運営に対しての貢献度を評価する。

具体には，委員会活動，組織の中での活動，その他の管理運営の貢献度。

６ その他

(1) 評価に関する基本方針，具体の評価基準（評価項目），評価方法について，事前に学内に公表

し意見聴取を行う。

(2) 試行評価を実施し，実施状況及び結果等を分析し，必要と認められる場合は所要の見直しを行

った上で，本格実施する。



平成１８年度における大学教員に係る人材評価の実施について

国立大学法人評価委員会の『平成１７年度に係る業務の実績に関する評価結果』におい

て 「人事評価制度の構築・実施については，検討段階にとどまっており，今後，取組を，

加速することが求められる 」と述べられており，平成１８年度において人事評価制度を。

構築し，平成１９年度に実施することが急務である。

大学教員の人材評価制度については，平成１８年９月開催の役員会において「大学教員

」（ ，「 」 。） ， ，に係る人材評価の基本的な考え方 以下 基本的な考え方 という を決定し 現在

具体の内容を検討しているが，その全てについて，学内の共通理解を得た後に完全実施す

るには，今しばらく検討のための時間を要する。

このことから，平成１８年度は 「基本的な考え方」に基づき，具体の評価項目を整理，

し，試行的に平成１８年度に係る活動業績書を作成するものとする。

なお，平成１９年度は，この試行実施を検証し，更に個々の大学教員の活動に即した評

価項目とするとともに人材評価制度を段階的に構築していくものとする。

１ 平成１８年度における評価項目についての考え方

，「 」 ， ，本学における大学教員の評価領域については 基本的な考え方 において ①教育

②研究，③社会貢献，④学内貢献を設定した。この領域の評価項目は，評価を行うため

の最もベースとなるものであることから，個々の大学教員の活動に即したものとする必

要がある。

よって，専門分野等の特徴を実地に把握し，評価項目として教育研究活動の状況をど

の程度まで把握することが適当であるかを具体に分析・検討するため，平成１８年度に

おいては，そのための試行実施期間とする。

２ 活動業績書の項目及びその項目に係る報告事項

別紙の内容を，テキストファイルで作成する。

３ 活動業績書の記載期間

平成１８年４月１日から平成１９年３月３１日までの活動状況

４ 自己点検・評価への活用

大学教員は，活動業績書を作成することにより，個々の活動を振り返るとともに，自

己点検・評価に活用するものとする。

５ その他

(1) 活動業績書は，資源配分に係る報告書，自己点検・評価の個人別報告書，教員人事

に係る教育研究業績書，教員プロフィール等のテキストソースとし活用する。

(2) 平成１８年度においては 「基本的な考え方」の一部試行段階にあることから，役，

員会へは状況報告に留めることとし，教育研究評議会において全体が構築された段階

で大学教員の人材評価制度として提案するものとする。



附属学校教員に係る人材評価の基本的な考え方

平成19年１月17日
役 員 会 決 定

１ 評価の目的
附属学校での人材評価は，職務遂行上発揮された教員の能力，実績及び意欲を適正に評価し，そ

の評価結果を教員個人の活動の活性化に役立てるとともに，附属学校の運営等の改善の資料とし，
附属学校の教育研究等の向上に資するよう，次のことを目的として実施する。

(1) 教員は，自己の活動を点検・評価し，校長（幼稚園にあっては園長とする。以下「校長」と
いう ）から評価を受けることによって，自己の活動の活性化に役立てるとともに，自己の活。
動の改善と向上に努める。

(2) 校長は，評価結果を総合的に分析し，附属学校における学習指導，学級・学年経営，学校運
営等の改善・充実に役立てる。

(3) 学長は，評価結果に基づき，附属学校の教育研究等の一層の向上を目指し，適切な措置を講
ずる。

２ 評価対象教員
教頭，教諭，養護教諭

３ 評価実施附属学校
人材評価を実施する附属学校は，附属小学校，附属中学校及び附属幼稚園とする。

４ 評価の期間
４月１日から翌年３月３１日までとし，毎年度行う。

５ 評価実施組織
附属学校の校長及び教頭で組織する附属学校人材評価委員会を設置し，人材評価の作業の実施・

調整等を行う。

６ 評価の領域とその内容
以下の評価の領域を設け，教育研究を含めて領域の内容について評価を行う。

(1) 学習指導
教科指導等に関わる項目について評価を行う。

(2) 学級・学年経営
学級づくり等に関わる項目について評価を行う。

(3) 学校運営
学校運営への参画や校務分掌の取組等に関わる項目について評価を行う。

(4) 追加項目（附属学校の実態に合わせて設定する ）。

７ 評価の方法
(1) 教員は，校長又は教頭による面談を通した指導のもと，目標達成に向けて取組を進める。
(2) 教頭は，校長の指導のもと教員に対して自己目標の達成を支援するとともに，校長に対して意

見具申を行う。
(3) 校長は，教員に対して直接又は間接に自己目標の達成を支援するとともに，評価を行う。

８ 評価の基準
(1) 教員による自己評価

別に定める評価基準に基づいて，目標達成状況について自己評価を行う。
(2) 校長による評価

別に定める評価基準に基づいて，実績評価，能力評価，意欲評価及び総合評価を行う。

９ 面談
校長又は教頭と教員の面談は，目標の設定，進捗状況の確認，評価結果の開示について行い，自

己の活動の活性化を図るものとする。

10 評価結果の活用等
(1) 教員は，評価結果の開示を受けて自己目標の達成に向けての取組状況等を確認するとともに，

次年度の活動の活性化に役立てる。
(2) 校長は，評価結果を教員の諸活動の活性化を促すために活用するとともに，附属学校の教育研

究等の改善・充実に役立てる。
(3) 教員の評価結果は，個人情報として取り扱い，原則として公表しないものとする。
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附属学校教員に係る人材評価実施要項

（趣旨）

１ この要項は，国立大学法人上越教育大学附属学校（以下「附属学校」という ）に勤。

務する教員の人材評価について必要な事項を定める。

（目的）

２ 附属学校での人材評価は，職務遂行上発揮された教員の能力，実績及び意欲を適正に

評価し，その評価結果を教員個人の活動の活性化に役立てるとともに，附属学校の運営

等の改善の資料とし，附属学校の教育研究等の向上に資するよう，次のことを目的とし

て実施する。

(1) 教員は，自己の活動を点検・評価し，校長（附属幼稚園にあっては園長とする。以

下「校長」という ）から評価を受けることによって，自己の活動の活性化に役立て。

るとともに，自己の活動の改善と向上に努める。

， ， ， ，(2) 校長は 評価結果を総合的に分析し 附属学校における学習指導 学級・学年経営

学校運営等の改善・充実に役立てる。

(3) 学長は，評価結果に基づき，附属学校の教育研究等の一層の向上を目指し，適切な

措置を講ずる。

（評価の対象）

， （ ）， 。３ 人材評価の対象とする教員は 教頭 副校長及び副園長 教諭及び養護教諭とする

（評価実施附属学校）

４ 人材評価を実施する附属学校は，附属小学校，附属中学校及び附属幼稚園とする。

（評価の期間）

５ 人材評価は，毎年，当該年度分について行うものとする。

（評価実施組織）

６ 人材評価の実施に関して，附属学校の校長及び教頭（副校長及び副園長）で組織する

附属学校人材評価委員会を設置し，人材評価の作業の実施・調整等を行う。

（評価の領域とその内容）

７ 人材評価は，次の評価の領域を基本とし，教育研究を含めて領域の内容について行う

ものとする。

akifumi
テキストボックス
（抜粋）
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(1) 学習指導

教科指導等に関わる項目

(2) 学級・学年経営

学級づくり等に関わる項目

(3) 学校運営

学校運営への参画や校務分掌の取組等に関わる項目

(4) 追加項目（附属学校の実態に合わせて設定する ）。

（評価の方法及び基準等）

８ 人材評価の方法及び基準等は，別に定める実施要領によるものとする。

（評価結果の活用等）

９ 人材評価の結果については，次のとおり活用するものとする。

(1) 教員は，評価結果の開示を受けて自己目標の達成に向けての取組状況等を確認する

とともに，次年度の活動の活性化に役立てる。

(2) 校長は，評価結果を教員の諸活動の活性化を促すために活用するとともに，附属学

校の教育研究等の改善・充実に役立てる。

(3) 教員の評価結果は，個人情報として取り扱い，原則として公表しないものとする。



事務系職員に係る人材評価の基本的な考え方

平成19年１月17日

役 員 会 決 定

１ 評価の目的

事務系職員の人材評価は，職員の勤務実績等を客観的に把握・評価することにより，次の

事項に資することを目的とする。

(1) 職員が自己評価を行うことにより，職員自らによる業務の改善に反映させる。

(2) 人材評価により，個々人の適性に応じた人事配置，研修機会，能力開発，職員の処遇

に反映させる。

(3) 人材評価は，これらを通じ，活力ある事務組織の実現や効率的な大学運営に役立てる。

２ 評価対象職員（以下「被評価者」という。）

すべての常勤職員

３ 評価期間

１０月１日から翌年の９月３０日までとし，毎年行うものとする。

４ 評価方法

(1) 自己評価

被評価者による実績評価及び能力評価

(2) 面談

評価者と被評価者による面談

(3) １次評価

第１評価者による１次評価

(4) 最終評価

第２評価者による最終評価

(5) 評価結果のフィードバック

被評価者が自らの職務成果等を自己評価及び評価結果により捉えることにより，主

体的な能力開発や業務改善への取組に資する。

５ 評価項目

(1) 実績評価（役割達成度評価）

被評価者の担当する業務内容に即して，その課題，目標，進め方等を明確にした上

で，業務の実施結果（達成状況）等を評価する。

(2) 能力評価（職務行動評価）

被評価者の職務行動を，職務遂行に必要とされる能力を表象する職務行動に着目し

た基準により評価する。

６ 留意事項

(1) 中期計画を踏まえつつも，被評価者及び評価者の双方にとり，負担が軽く，シンプル

で，透明性の高い評価制度を検討する。

(2) 試行期間を設けるとともに，導入した評価制度は，継続的な見直しを行う。



部局の外部資金受け入れ額の予算配分への反映によるインセンティブ付与等

外部資金の受け入れに関するインセンティブの付与として、新たな職務発明等補償金支払

要項を以下のとおり平成17年４月１日から施行している。

、 、 、また 大学教員への学内予算の配分において 競争的教育研究資金の配分を実施しており

その評価事項に「外部資金の獲得に関する事項」を設け、大学教員へ外部資金の獲得へのイ

ンセンティブを与えている。

○ 上越教育大学職務発明等補償金支払要項

（目的）

１ この要項は，上越教育大学職務発明規程（平成16年規則第85号。以下「発明規程」とい

。） ， （ 「 」 。）う 第11条第３項の規定に基づき 国立大学法人上越教育大学 以下 本法人 という

における職務発明等に対する補償金の支払について必要な事項を定める。

（登録補償金）

， 。２ 発明規程第11条第１項に規定する登録補償金の支払は 次の各号に定めるところによる

(1) 本法人が取得し，又は譲り受けた特許権については，権利１件につき，7,500円に本

法人の持分を乗じた額とする。

(2) 本法人が取得し，又は譲り受けた実用新案権については，権利１件につき，2,500円

に本法人の持分を乗じた額とする。

(3) 本法人が取得し，又は譲り受けた意匠権及び育成者権については，権利１件につき，

3,000円に本法人の持分を乗じた額とする。

３ 前項各号に掲げる補償金の支払を受ける権利を有する者が２人以上ある場合は，当該各

号に定める額にそれぞれの持分を乗じた額とする。

（実施補償金）

４ 発明規程第11条第２項に規定する実施補償金は，発明等又は知的財産権の実施により，

毎年１月１日から12月31日までの間に本法人が得た収入金額の100分の50に相当する額と

する。

５ 前項の補償金の支払を受ける権利を有する者が２人以上ある場合は，同項に定める額に

それぞれの持分を乗じた額とする。

（譲渡補償金）

， ，６ 発明規程第11条第２項に規定する譲渡補償金は 発明等又は知的財産権の譲渡等により

本法人が得た収入金額の100分の50に相当する額とする。

７ 前項の補償金の支払を受ける権利を有する者が２人以上ある場合は，同項に定める額に

それぞれの持分を乗じた額とする。

（補償金の支払）

８ 前６項に規定する補償金は，発明者又は発明者の有する当該補償金の支払を受ける権利

を承継した者からの請求により支払う。

附 則

この要項は，平成17年４月１日から施行する。



公式ホームページに掲載している調達情報



随　意　契　約　一　覧　表

件名又は品名及び数量 調達役の氏名 契約年月日
契約金額：円

（又は年間概算額）
相手方の住所及び氏名 随意契約にすることとした理由 備　考

監査契約
調達役
財務課長
霜越　隆晴

平成18年7月1日 3,780,000
千代田区霞が関3-2-5
中央青山監査法人

　本契約は、本法人の会計監査人として、主務大臣か
ら選任された者との契約であることから、国立大学法人
上越教育大学会計規則第４３条第１号に該当する。

上越教育大学学生宿舎Ｎ棟等ア
スベスト除去その他工事（その３）

調達役
施設マネジメント課長
甲州　与志雄

平成18年7月21日 6,090,000
福井県福井市宝永4-9-13
飛島建設㈱北陸支店

   本工事は，現在施工中の工事と密接に関連してお
り，施工業者と契約することが経済性及び作業効率の
面から有利であると認められるため，国立大学法人上
越教育大学会計規則第４３条第３号に該当する。

情報処理システム賃貸借契約
調達役
財務課長
霜越　隆晴

平成18年10月1日 8,662,500
東京都千代田区霞が関3-2-
5
伊藤忠ﾃｸﾉｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞ（株）

　 本契約は，現在賃貸借契約を締結している既契約者
と情報処理システムの契約期間を延長する必要が生じ
たことから，国立大学法人上越教育大学会計規則第４
３条第１号に該当する。

上越教育大学（附小）屋内運動
場新営その他工事（その２）

調達役
施設マネジメント課長
甲州　与志雄

平成18年10月26日 18,900,000
新潟県上越市大字辰尾新田
１番地
久保田建設㈱

   本工事は，現在施工中の工事と密接に関連してお
り，施工業者と契約することが経済性及び作業効率の
面から有利であると認められるため，国立大学法人上
越教育大学会計規則第４３条第３号に該当する。

２／３次元運動解析システム
調達役
財務課長
霜越　隆晴

平成18年11月30日 4,319,175
東京都中央区日本橋人形町
2-22-11
（株）ライブラリー

  本契約の当該調達物品は、（株）ライブラリーが製造
及び直接販売を行っており、競争を許さないことから、
国立大学法人上越教育大学会計規則第４３条第１項に
該当する。

日本電気（株）製財務会計システ
ムソフトウェア保守等契約

調達役
財務課長
霜越　隆晴

平成19年3月28日 2,520,000
新潟県長岡市今朝白1-8-18
日本電気（株）長岡支店

本学の財務会計システムソフトウエアについては、日
本電気（株）が開発し、納品したものである。本システム
は、本学財務会計業務の主幹をなすシステムであり、
これに障害が発生した場合は、多大な支障を生じること
から、早急に復旧する必要がある。また、障害の切り分
け作業や復旧等を確実に実施できるのは、本システム
開発を行った日本電気（株）のみであるため、国立大学
法人上越教育大学会計規則第４３条第１号に該当す
る。

上越教育大学昇降機設備保全
業務

調達役
施設マネジメント課長
甲州　与志雄

平成19年3月29日 4,082,400
新潟県新潟市米山4-1-28
東芝エレベータ㈱新潟支店

　本契約は，昇降機設備の保全業務であることから，
機械の構造，操作，回路等詳細について確固たる知識
と取扱いに関する豊富な経験及び当該設備の特性を
熟知し技術的にも優れた者を有し，また，万一故障等
が発生した場合，その責任を明らかにする上において
も，一貫した責任を持てる当該設備を製作及び施工し
た同社以外では実施できる会社がないため，国立大学
法人上越教育大学会計規則第４３条第１号に該当す
る。



随意契約に係る適正化に向けた取組

○随意契約に係る点検・見直し

●随意契約の基準等

本学会計規則及び契約事務取扱規程では，以下の場合の契約について随意契約によるこ

ととしている。

(1) 契約の目的又は性質が競争を許さないと判断したとき。

(2) 緊急の必要により，競争に付することができないと判断したとき。

(3) 競争に付することが本法人に不利と判断したとき。

(4) 予定価格が次に定める基準額を超えないとき。

① 工事又は製造の請負契約で契約予定価格が500万円を超えないとき。

② 財産の買入契約で契約予定価格が300万円を超えないとき。

③ 物件の借入契約で予定賃借料の年額又は総額が200万円を超えないとき。

④ 財産の売払契約で契約予定価格が200万円を超えないとき。

⑤ 物件の貸付契約で予定賃貸料の年額又は総額が200万円を超えないとき。

⑥ 工事又は製造の請負，財産の売買及び物件の貸借以外の契約で契約予定価格が200

万円を超えないとき。

(5) 前各号の規定する事例のほか本法人の業務運営上，特に必要と判断したとき。

●点検及び見直し

平成17年度の契約実績データを基に、平成17年度に行った上記(4)の基準額を超える随意

契約11件について調査を行い、①平成17年度限りのもの、②平成18年度以降競争入札を行う

もの、③平成18年度以降も引き続き随意契約によらざるを得ないものに分類した。

その結果，真に随意契約となるものを除いた５件の契約について、平成19年度より競争入

札とするよう見直しを行った。

なお、点検・見直しに際して、引き続き随意契約によらざるを得ないと判断した契約につ

いては、以下の表の分類を参考にした。

分類項目 内 容

排 他 的 権 利 必要とするデータベースやシステム等について特定の供給者が著作

権等の排他的権利を有していることから契約の相手方が一に限られ

るもの

法令等の規定 法令等の規定により、目的とする業務を行える相手が一に限られる

もの

土地等賃貸借 当該場所でなければ目的を達成することができないことから契約の

相手方が特定されるもの（当該契約に付随する業務を含む）

公 共 料 金 等 後納郵便料やその地域で提供を行うことができる供給者が一に限定

される場合の電気、ガス、水道または電話料金

書 籍 等 再販売価格が維持されている場合及び供給元が一の場合における出

版元等からの書籍の購入

そ の 他 上記の分類項目によらないもの



人件費削減計画及び削減実績

本学の財政運営の基盤となる運営費交付金は、効率化係数の影響等により年々厳しい状

況となり、加えて 「行政改革の重要方針（平成 年 月 日閣議決定 」により総人、 ）17 12 24

件費改革の実行計画を踏まえた人件費削減の取り組みが求められたところである。

21このような厳しい状況の中で 本学においては 人件費の抑制・削減に向けた 平成、 、 「

年度までの雇用計画」を策定するとともに、同雇用計画及び運営費交付金・自己収入の状

況を勘案し、計画的・効率的な財政運営を行うため「平成 年度までの財政計画」を作21

成し、平成 年６月 日開催の第 回役員会において決定した。18 21 20

平成 年度における人件費削減計画及び削減実績は以下のとおりである。18

【削減計画】

総人件費改革の実行計画を踏まえ、概ね７％の人件費の削減を図る。

【削減実績】

平成 年度人件費予算相当額（ 億３百万円）の概ね ％（３億 百万円）17 27 12.9 48

の人件費を削減した。



国立大学法人上越教育大学施設マネジメント実施体制

大学評価委員会

川崎副学長 部 局
総合企画室 学 長 施設マネジメント課

施設担当副学長 事務局（ ）

第一～五部の所掌するもの

附属図書館

情報基盤センター
教育研究評議会

障害児教育実践センター

学校教育総合研究センター

附属小学校

附属中学校
施設有効活用検討専門委員会

附属幼稚園

【 国立大学法人上越教育大学施設有効活用規程」による点検・評価フロー】「

④ 利用方法等の事情聴取
施設カルテ

① 点検・調査指示 利用方法等の改善要求

学 長 部 局 長
大学評価委員会

施設マネジメント課
② 点検・調査結果を報告 ⑤ 措置を講じ，報告
③ ②の評価後，改善等事項を提言 （事前に改善に必要な手法及び経費について施設Ｍ課と協議）

総合企画室 ⑥ 学長を補佐し，④⑤について審議



平成１９年３月作成

凡　例
文科省へ
概算要求
予定

営繕要求
予定

学内予算
措置

学内予算
措置予定

平成１９年度 平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度

暖房

○

暖房

○

空調電源増設 １階空調 ２階空調 ３階空調 低層２階空調

○ ○ ○ ○ ○

暖房

○

空調機１５台 空調機１２台

○ ○

学教暖房 実+暖房校主管 音+人暖房 図暖房 美暖房 体+ス暖房 幼+障暖房

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

増築1,440㎡ 改修3,120㎡

○ ○

実験棟鍵取替 学教給水
大学会館増築
830㎡

○ ○ ○

学教 自+実 人+音 講+第２講 美 体+ス 障

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

講(新設) 自 人 図

○ ○ ○ ○

講義棟外部ス
ロープ

大学会館自動
ﾄﾞｱ等

段差解消

○ ○ ○

ｸﾚｲｺｰﾄ６面改
修

○

土壌改良

○

○

緑の小道整備

○

食堂内装 国流改修1,130
㎡

大学会館給水 食堂備品(テーブル等)

○ ○ ○

緑地整備 緑地整備 緑地整備 緑地整備 緑地整備 緑地整備 緑地整備 緑地整備 緑地整備

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

OHG第２暖房 KJC暖房 暖房宿舎主管 DML第１暖房 EFN暖房

○ ○ ○ ○ ○

大学会館便所 食堂備品含まず

○

大学会館暖房 プール棟改修 課外活動施設
改修

○ ○ ○

本城職員住宅 山屋敷職員宿
舎

廃水処理施設

○ ○ ○

共同溝架台

○

35本改修 35本改修 36本改修

○ ○ ○

自+実 ス

○ ○

非常放送改修

○

講堂耐震改修

○

気中濃度測定 OHG第２共用
棟

○ ○

附小動物排せ
つ処理施設取
設

附小給食室改
修

附小厨房機器取替

○ ○

人文棟高置水
槽

受水槽取替 自+実 人+音 講+第２講 美 体+ス 障

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

中庭整備

○

○

○

○ ○

○

体 音 美 自

○ ○ ○ ○

空調デマンド制
御増設

中央監視更新

○ ○

講堂暖房改善

○

学生宿舎内装 学生宿舎内装 西城宿２号外
壁

○ ○ ○

凡　例

図：図書館　　学教：学校教育総合研究ｾﾝﾀｰ

○ ○

※年度計画は毎年見直しを行う。

自：自然棟　　人：人文棟　　講：講義棟　　第２講：第２講義棟　　実：実験棟　　音：音楽棟　　美：美術棟　　体：体育棟　　ス：スポーツ科学　　障：障害児教育実践センター

体育館はH18補
正事業予算措
置済み

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

・照明の自動制御(便
所人感ｾﾝｻｰ)

・省エネ対策

地域開放等 ・施設整備

・案内板設置

・建物名称設置

省エネ対策

・耐震対策

営繕関係 営繕関係等 ・修繕

潤いのある環
境づくり

屋外環境整備 ・中庭等整備

駐車場等整備

・駐車場整備

・駐輪場整備

案内表示板等整備

体育館及び小
体育館耐震改
修

・アスベスト対策

・衛生維持管理

・赤水対策

建物機能維持屋上防水改修等

・屋上防水改修

・屋外避難階段塗装

法規制への
対応及び安
全性の確保

照明整備 ・外灯整備

実験室等の安全整備

・換気設備改修

・非常放送設備
改修

学生サービス

交流スペース整備

・大学会館等

・屋外(植栽、ベ
ンチ)

支援スペース整備 ・学生宿舎等

福利厚生施設等の整備

・大学会館

・空調等整備

屋外運動施設整備

・テニスコート
H21ときめき新潟国体
練習場として使用す
るため

・野球場

・陸上競技場

・その他

・図書館

・その他

トイレ改善整備 ・便所改修

バリアフリー対策

・身障者用エレ
ベータ改修

・出入口スロープ自動
ドア等設置

教育研究支援

講義室等空調整備
（暖房設備含む）

・講義棟

・第２講義棟

・人文棟

・自然棟

・院生室

・その他

講義室等内部整備

・校舎改修(施設
有効活用)

[施設マネジメント計画（リニューアル及び営繕関係）]

事　　　項 主な内容
特記
事項

第Ⅰ期中期目標・中期計画 第Ⅱ期中期目標・中期計画
備考



施設有効活用に当たってのスペースの取扱い検討結果

施設有効活用検討専門委員会

【基本方針】

大学の管理運営に臨機応変に配置替え等が可能となるように、大学直接管理のスペー

スを可能な限り確保する。

【原 則】

従来の講座・分野等の配分面積等は、 からのスタートとして検討する。0
暫定対応として、院生研究室のみ従来の面積を基本に算定する。

【スペース区分】

スペース区分については、次の３区分とする

このことにより、今まで講座や分野が管理して共通使用していたスペース区分を廃止

する。

１ 大学管理スペース

・大学が直接管理して使用するスペース

２ 教員貸与スペース（貸与している期間は、教員管理）

・大学が教員個人又は複数教員に貸し出すことにより使用できるスペース

・１以外の全てのスペース

・教員貸与スペースは、以下の２種に分かれる。

ａ 教員研究スペース

・教員研究室として，教員１名に対し１室を無償で貸与する。

ｂ チャージスペース

・教員個人または複数教員がスペースチャージ制により一定期間使用するスペ

ース

３ 学生（大学院学生・学部学生）スペース

・大学院生研究室及び学部学生控室の在り方については、今後検討が必要。



平成１９年３月１６日

学生のみなさんへ

教育支援課

自習室としての講２０１教室開放について（お知らせ）

講義棟２０１教室については，平成１８年８月１７日から下記のとおり自習室

として開放しているところですが，休業期間（春・夏・冬）中の使用可能時間帯

を拡大しましたので，図書館閉館後など有効に使用してください。

記

１ 使用可能時間帯

平日 １９：３５～２２：００

土 日 祝日 休業期間 ８：３０～２２：００, , ,

・当該時間帯に行事等で使用される日を除きます。

・附属図書館が開館・冷暖房している時間帯にのみ冷暖房が入ります。

（土 日 祝日 休業期間中の冷暖房は で止まります ）, , , 17:00 。

２ 使用上の注意

『教室使用上の注意』によるものとし（ただし，施設等使用願の提出は不

要 ，特に，最後の退出者は，窓の施錠，消灯を必ず確認してください。）



※年度計画は毎年見直しを行う。

主な内容 Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

校舎 校舎改修 校舎改修 校舎改修 校舎改修 校舎改修 校舎改修 校舎改修 校舎改修 校舎改修 校舎改修

図書館 図書館改修 図書館改修

その他
実験棟鍵取
替

学教センター
給水設備整備

大学会館整
備

トイレ改善整備 便所改修 学教センター
自然棟
実験棟

人文棟
音楽棟

講義棟
第２講義棟

美術棟
体育棟
ｽﾎﾟｰﾂ実験棟

特別支援教
育センター

屋上防水改修
本城住宅３号棟
本城住宅５号棟

本城住宅１号棟
本城住宅２号棟
本城住宅４号棟
本城住宅６号棟

山屋敷宿舎 廃水処理施設

屋外避難階段塗装 共同溝架台

非常用設備改修
非常用発電機
改修

照明設備 外灯整備 外灯整備 外灯整備 外灯整備

換気設備改修
自然棟
実験棟

ｽﾎﾟｰﾂ実験棟

非常放送設備改修
非常放送改
修

耐震診断(完了)

附小体育館耐
震改修

体育館・小体育
館耐震改修

講堂耐震改修

アスベスト対策 学生宿舎改修 気中濃度測定
学生宿舎改
修

衛生維持管理
附小動物排せつ
処理施設取設

赤水対策 赤水調査
人文棟高置
水槽

受水槽
自然棟
実験棟

人文棟
音楽棟

講義棟
第２講義棟

美術棟
体育棟
ｽﾎﾟｰﾂ実験棟

特別支援教
育センター

照明の自動制御（便
所人感センサー）

実験棟 体育棟 音楽棟 美術棟 自然棟

省エネ対策
空調デマン
ド制御増設

中央監視更新

営繕関係 営繕関係等 修繕 学生宿舎内装 学生宿舎内装
学生宿舎内
装

西城宿舎外壁

事　　　　　項

上越教育大学施設・設備維持管理年度計画表（平成１８年度～平成２７年度）

教育研究支援

講義室等内部整
備

建物機能維持 屋上防水改修等

実験室等の安全
整備

潤いのある環
境づくり

省エネ対策

法規制への対
応及び安全性
の確保

耐震対策



区分 件　　　　　　　　名 実施時期及び回数

保全業務 構内電話交換機設備保全業務 年間

防災設備保全業務（北城宿舎防排煙制御設備点検含む） 年間

生活排水処理施設保全業務 年間

昇降機設備保全業務 年間

附属学校小荷物専用昇降機保全業務 年間

高圧受変電設備保全業務 年間

設備監視装置保全業務 年間

デマンド管理空調制御装置メンテナンス 年間

空調設備保全業務 5/12～11/24

受水層・高置水槽設備保全業務 8/7～9/25

ボイラー・圧力容器保全業務 8/4～9/20

消雪設備保全業務 11/30～3/22

ＰＨ処理設備保全業務 12/13～1/31

暖房用ボイラー乾燥保管処理 年間８回

実験廃液等処理処分費 1/15～3/28

生活排水処理施設汚泥搬出処理 年間１１回

消火器更新 ６月

点　　検 冷温水発生機点検 5/30～6/26，11/2～11/20

プールろ過機保守点検（大学） ５月～１０月

ドラフトチャンバー分解整備 2/6～3/23

暖房ボイラー運転業務 11/15～3/31

暖房ボイラー事前事後整備 4月事後整備・11月事前整備

講堂舞台装置点検 ９月，２月

学生宿舎給湯ボイラー運転および冷温水発生機点検業務 年間

屋上防水点検・整備等 ４月～１２月

調　　査 赤水調査 １1月ウォータークーラー調査

耐震診断

音楽棟，体育棟，大学会館．人文低層棟．
設備機械棟，学生宿舎男子１・２棟，学生
宿舎女子１・２棟，第１共用棟，職員宿舎
（山屋敷，西城，本城，北城）

建物安全調査 10/30～11/29

校地維持 構内緑地維持管理 芝管理・樹木維持・伐採・剪定

害虫（蟻・スズメバチ等）駆除 ４件

雪囲い（山屋敷・西城・本城） １１月末

法定検査 構内総合排水水質分析 10/13

簡易専用水道検査 10/13～11/17

浄化槽法１１条検査 12/20

ばい煙濃度測定 ８月，１月

建築基準法第１２条検査 8/25，1/23，2/21，3/2

平成１８年度上越教育大学施設・設備維持管理計画表



防水 H13

外壁 H17

防水 H13

外壁

防水 H15

外壁

防水 H 8

外壁

防水

外壁 H15

防水

外壁 H15

防水

外壁 H15

防水

外壁 H15

防水

外壁 H15

防水

上越教育大学職員宿舎関係工事予定表

№ 建物名称 建築年 構造 面積 H18 H19 H22H21

R3

1 西城宿舎１号棟 S55 R3 812

717

H20

改修完了

予定理由改修年度

3 北城宿舎 S56 R3 1,341 結露対策

結露対策

1,814 結露対策

2 西城宿舎２号棟 S55

4 山屋敷宿舎 S56 R5

R3 826

5 本城宿舎１号棟 S56 R3

7 本城宿舎３号棟 S57 R3

1,171 雨漏れ対策

雨漏れ対策6 本城宿舎２号棟 S57

雨漏れ対策

9 本城宿舎５号棟 S58 R3 969 雨漏れ対策

8 826本城宿舎４号棟 S57 R3

備考

969 雨漏れ対策

防水

外壁 H15
10 本城宿舎６号棟 S57 R3 826 雨漏れ対策



上越教育大学耐震診断業務予定表

H16 H17 H18 備　　考

S56 R8 8,971 実施済

№ 建物名称 建築年 構造 面積 H12 H15

体育館 S57 S1 1,404 実施済

人文棟（高層）

自然棟 S58 R8 6,244 実施済

小体育館 S57 R2 1,215

本部事務局 S58 R3 2,018

講堂 S63 R1 1,079

講義棟 S56 R3 2,172

実施済

実施済

実施済

実施済

1 音楽棟 S56 R5 2,635

2 体育棟 S57 R4 1,609

3 大学会館 S56 R2 2,093

4 人文（低層棟） S56 R2 944

5 設備機械棟 S56 R2 6885 設備機械棟 S56 R2 688

6 学生宿舎男子１棟 S56 R5 1,405

7 学生宿舎女子１棟 S56 R5 1,831

8 学生宿舎男子２棟 S56 R5 1,087

9 学生宿舎女子２棟 S56 R5 2,1149 学生宿舎女子２棟 S56 R5 2,114

10 第１共用棟 S56 R1 463

11 山屋敷職員宿舎 S56 R5 1,814

12 西城職員宿舎１号棟 S55 R3 812

13 西城職員宿舎２号棟 S55 R3 717

本城住宅１号棟 S56 R3 1,171

15 北城職員宿舎 S56 R3 1,341

14



環境保全対策への取組状況

省エネルギー対策の推進や温室効果ガス排出削減等の環境安全対策の取組状況に

ついては、以下のとおりである。

○ 平成 年度から本学のエネルギー消費量調査を行い、各団地の消費量をま16

とめるとともに、掲示を行い、省エネルギーに努めるよう働きかけの実施

○ 夏のクールビズ、冬のウォームビズの推進

○ 空調機器の温度設定の管理を徹底させるポスターの掲示、教職員情報共有

システムによる周知

○ 全学的な冷暖房期間の短縮、夏期一斉休業の実施による経費の節減

・冷暖房期間の短縮

冷房：平成 年度より 日間短縮17 21

暖房：平成 年度より 日間短縮16 17

・夏季一斉休業期間 平成 年８月 日～平成 年８月 日18 14 18 16

○ グリーン購入法に基づく物品等の購入

○ 空調デマンド管理制御装置による自動的な運転停止システムの稼働



平成１８年度安全衛生管理年間実施計画

上越教育大学（附属幼稚園を除く山屋敷地区）
活 動 内 容 年 間 の 実 施 事 項 備 考

①教職員の危険又は健康障害 ・衛生委員会の開催（月 回） ・構内クリーンデー1
防止するための措置 ・定期的な学内巡視 ・精神・身体両面の健康につ

②教職員の安全又は衛生のた ・安全衛生に関する研修 いての相談窓口開設
めの教育 ・関係諸規程等の整備

③健康診断の実施その他健康 ・人間ドック等の総合的検診への参加
の保持増進のための措置 ・喫煙対策

④労働災害の原因の調査及び ・健康保持増進計画の策定・実施
再発防止対策 ・その他

⑤その他教職員の安全衛生に
関すること

月 全国行事予定 各 月 の 実 施 事 項 備 考
春の全国交通安全運動 職員健康診断（胸部間接撮影） ・健康状態自己診断カード4

化学物質取り扱いに関する留意事項の作成・配付 （特別健康診断）
設備届（クレーン，ボイラー，第一種圧力容器）・定期自主検査
化学物質の使用量実態調査

世界禁煙デー（ ） 職員健康診断（胃検診）5 WHO
禁煙週間 職員健康診断（定期）

男女雇用機会均等月間 職員健康診断（定期） 人間ドック（～１１月）6
全国安全週間準備月間
危険物安全管理週間
環境週間
全国安全週間 職員健康診断（運転手業務検診，給食従事者検診） ・健康状態自己診断カード7

（特別健康診断）

電気使用安全月間8
食品衛生週間

全国労働衛生週間準備月間 上越教育大学安全週間（１～７日） ・職員レクリエーション9
健康増進普及月間 喫煙対策…喫煙場所の再確認 ・実験廃棄物等の処理
秋の全国交通安全運動 健康保持増進週間

全国労働衛生週間 上越教育大学労働衛生週間（ ～ 日） ・健康状態自己診断カード10 1 7
体力づくり強調月間 職員定期健康診断（再検査， 型肝炎抗体検査） （特別健康診断）C

・防災訓練

秋季全国火災予防運動 衛生推進者養成講習会（学外） ・職員レクリエーション11

年末年始無災害運動 整理・整頓・清掃・清潔（４Ｓ）の実施12
受動喫煙防止対策研修会（学外）

年末年始無災害運動 関東・甲信越地区国立大学等安全管理協議会（学外） ・健康状態自己診断カード1
職員健康診断（ 作業従事者検診） （特別健康診断）VDT

成人病予防週間 職員健康診断（運転手業務検診）2
省エネルギー月間 衛生管理者研修（学外）

春季全国火災予防運動 職員健康診断（給食従事者検診）3
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H181228
平 成 １ ８ 年 度 防 災 訓 練 実 施 一 覧

○大学
１０月１１日（水） 地震を想定した防災訓練（避難、通報、誘導、消火、救護等）

１３：１５～１５：１５

○赤倉野外活動施設
９月 ７日（木） 地震を想定した 避難、誘導、通報、消火訓練

１５：００～１５：３０
３月 ２日（金） 地震を想定した 避難、誘導、通報、消火訓練（２回目 予定）

１５：００～１５：３０
○学生宿舎

６月 ７日（水）世帯用学生宿舎及び国際学生宿舎 防災訓練
１３：４０～１４：３０

１１月 ８日（水）単身用学生宿舎火災避難訓練及び初期消火訓練
１３：００～１４：００

○学校教育総合研究センター
１０月４日（水） 地震発生を想定した避難訓練

１０：３０～１１：００
○附属小学校

（防犯）【４月２５日（火） 不審者の侵入を想定した避難訓練 】
１４：１０～１４：４０
上越警察署の立ち会いのもと実施した

９月 ７日（木） 火災発生を想定した避難訓練
１４：４５～１５：１５

１月２５日（木 （予定） 地震発生を想定した避難訓練）

○附属中学校
５月 ２日（火） 火災発生を想定した避難訓練

１４：４０～１５：３０
上越南消防署の立ち会いのもと実施した

９月１９日（火） 地震発生を想定した避難訓練
１４：３０～１５：２０

○附属幼稚園
６月６日（火） 火災発生を想定した避難訓練

１０：００～１０：３０
７月７日（金） 火災発生を想定した避難訓練

１０：００～１１：００
上越南消防署立ち会いのもと実施した

９月１４日（木） 地震発生を想定した避難訓練
１０：００～１０：３０

（防犯）【１２月５日（火） 不審者対応の避難訓練 】
１３：００～１３：３０ 上越警察署の立ち会い指導

１月１９日（金 （予定） 火災発生を想定した避難訓練（降雪時期））
１０：００～１０：３０

２月２１日（水 （予定） 火災発生を想定した避難訓練（降雪時期））
１１：００～１２：００
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旅費規程の見直し

「競争的資金」の不正使用防止に向けた取組み及び旅費の適正な執行とチェック体制の

見直し等を図るため、平成 年度より以下のとおり旅費規程を見直した。19

(1) 旅行事実の確認（チェック体制の強化）

① 宿泊を伴う旅行は、ホテル等の領収書添付を義務化

※ 領収書を紛失した場合の対応

大学側から宿泊したホテル等へ照会を行う。この場合に、ホテル等は、個人

情報の観点から、情報提供しない場合が予想されることから、大学として個人

情報の提供について、教員等から事前に包括了承をいただきます。

② 自宅等（無料宿泊所）を宿泊所とした場合の宿泊料設定

(2) 日当、宿泊料、食卓料の定額化

① 職務給による支給額を廃止し 「職員等」と「役員」の２区分とする。、

② 外国旅行については、当分の間、地域区分は現状どおりとする。

(3) その他

① 支度料については、その役割が終了したことから、支給しないものとする。

② 公用車（借上自動車を含む ）を使用した日帰り旅行については、日当を支給し。

ない。

③ 「移転料 「船賃」の職務給による支給額を廃止し 「職員等」と「役員」の２」、 、

つの区分とする。

④ 事務職員の日額旅費については、支給額を整理し、定額化を図る。
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